
1.　はじめに

組込みシステムの開発には，ソフトウェアの知識に

加えてハードウェアの幅広い知識が求められる．経済

産業省が発表した「2008 年版組込みソフトウェア産

業実態調査報告書」（1）によれば，約 8.8 万人の技術者

不足が報告されている．

大学では，一線で活躍する組込み技術者を招きプロ

ジェクトベースの設計演習（2）や組込みスキル標準（3）

をもとにしたカリキュラム設計など教育の質を高める

さまざまな取り組みを行っている（4）．しかし，技術

者不足はいまだ解消されていない．この解決の一つの

方法として，Linux など OS を導入することでハード

ウェアの隠蔽を行い，ソフトウェア開発技術者を組込

み技術者へ移行することが期待されている（5）．

本報では，実際に一から Linux を構築しながら OS

の内部構造を学ぶシミュレーション型実習システムを

述べる．システムは，教師と e ラーニングが協調する

教育環境において，各学生の学習状態を教師にリアル

タイムに伝える機能を備える．本システムの運用結果

から，個々の操作特性をもとに理解せずに操作してい

る学生が検知できることを示した．また，従来実習と

の比較とアンケートからシステムの有用性を明らかに

した．

2.　OS 組み立て実習

OS の導入により，ハードウェアの隠蔽が行えるた

めソフトウェア技術者の組込み分野への参入が期待で

きる．本章では，OS 組み立て実習の概要とその教材

設計について述べる．

2.1　 OS 組み立て実習の概要

組込み Linux システムの開発では，汎用的なコン

ピュータの機能を削ぎ落として専用のシステムを作

る．たとえば，ワープロシステムを作る場合，最小構

成のシステムを構築して，その上でワープロソフトを

動作させる．このように組込み Linux システムの開発

には，最小システムの構築とそこに機能を付加する技

術が必要となる．
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